
 

浦安市立高洲北小学校 

令和８年度 学校経営方針       

１ 学校教育の基盤と目的 
高洲北小学校の児童の実態・家庭の願い・地域性を基盤として、浦安市学校教育推進計画の基

本目標を受け、人や社会との積極的なかかわりを通して「主体的な学び・自他を尊重する心・健

やかな体・豊かなかかわり」の調和のとれた児童の育成をめざし、一人一人の有する能力を伸ば

しつつ、社会の形成者として必要とされる基本的な資質を養うことを目的とする。 

 

浦安市学校教育推進計画基本目標 

 自ら学び 自他を尊重する心と 新しい時代を切り拓き しなやかに生きる力の育成 

 

２ 教育目標 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

豊かな情操 知性を身につけ 社会に貢献する児童の育成 

①  自ら学び、よく考え、自分の考えを表現できる。（主体的な学び） 

②  心豊かで、やさしく、下級生の世話ができる。（自他を尊重する心） 

③  健康でたくましく、生活にけじめがもてる。（健やかな体） 

④  様々な立場の人や社会に積極的に関わることができる。（豊かなかかわり） 
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（１）教育目標 

（２）こども像 



３ 「めざすこども像」学年到達目標 

こども像 

自ら学び、よく考え、自
分の考えを表現でき
る。 

心豊かで、やさしく、下
級生の世話ができる。 

健康でたくましく、生
活にけじめがもてる。 

様々な立場の人や社会
に積極的に関わること
ができる。 

１年 

な か よ し 

話をよく聞くことができ
る。 

仲良く生活することが
できる。 

元気に遊ぶことがで
きる。 

進んであいさつをするこ
とができる。 

２年 

や さ し い 子 

思ったことを話すこと
ができる。 

友だちに親切にでき
る。 

外で遊び、時間を守
ることができる。 

学区の様子を知り、
人々に親しみを持つこと
ができる。 

すま

いる 

げんきいっぱい 

話をしっかり聞くことが
できる。 

笑顔で過ごすことがで
きる。 

外で元気に遊ぶこと
ができる。 

大きな声であいさつをす
ることができる。 

３年 

助 け 合 う 子 

自分の思いをわかりや
すく話すことができる。 

困っている周りの人に進
んで声をかけることがで
きる。 

進んで運動に親し
み、チャイム着席が
できる。 

生活に関わる人と進ん
で交流ができる。 

４年 

心 の 広 い 子 

友だちの考えを聞いて
話し合うことができる。 

いっしょに考えてあげ
ることができる。 

時間を考えて生活や
行動ができる。 

ふるさとを大切に地域と
関わることができる。 

５年 

高 め 合 う 子 

考えを明確に表現す
ることができる。 

誰にでも明るく接し、気
配りができる。 

場に応じたあいさつ
ができる。 

様々な立場の人と交流
することができる 

６年 

最上級生としての自覚 

よりよい考えを導き出
せる。 

やさしく下級生の世話
ができる。 

場に応じた行動がで
きる。 

社会の一員としての自
覚を持つ。 

４ 学校経営の基本方針 

 ◎社会に開かれた信頼される学校運営の推進 

 ・学校地域連携運営協議会（ＣＳ）と連携した学校運営の推進。 

 ・学校、家庭、地域、行政が連携・協働した教育活動の推進。 

◎学年・学級経営の充実 

  ・人権を尊重した豊かなかかわりの実現を目指し、楽しく安心感にあふれる学校生活を送れるよ 

う、児童一人一人への理解を深めながら「心の居場所」を実感できる学年・学級運営に努める。 

  ・合言葉「あいさつ・せいとん・身だしなみ」を徹底し、清掃活動を合言葉の実践の場の一つと

する。 

 

５ 具体的な方策 

（１）主体的な学びを通した確かな学力の習得 

 ○毎時間、学習のめあてを板書することにより、指導目標の明確化を図る。また、高洲中学校区

の学びの姿勢を意識し、児童の自己決定の場を広げる。 

 〇教科担任制やローテーション授業を実施し、学級の枠を超えた指導方法の工夫や改善に取り組 

む。 



〇タブレット端末などのICT機器を効果的に活用したICT教育の推進。 

○年間の見通しをもち、行事と各教科の指導を関連させ、教科横断的な学習を展開する。 

○校内研究の柱を国語科とし、国語科で身に付けた学びを他教科に汎用させる。 

〇少人数指導や補充学習を通して、個に応じた指導を充実させる。 

 

（２）自他を尊重する心の育成 

○全教育活動を通じて道徳教育を行うとともに、道徳の時間については、学年の系統性・学校行

事や各教科などとの関連を図りながら、指導の工夫改善を図る。 

〇特別活動の充実を図り、集団行動を通してより良い人間関係を築き、所属感や連帯感の育成 

 自治力の向上を図る。 

〇多様な価値観にふれる読書活動を推進する。 

○異年齢、異学年交流等を通した、豊かな人間関係の育成。（近隣幼稚園や保育園、高洲中学校と

の幼保小中連携を推進する。） 

 

（３）健やかな体の育成 

○運動に取り組む効果的な機会を意図的に仕組むことにより、生涯スポーツの基礎を築く資質や

能力の育成と体力の向上を図る。 

○身近な生活における健康・安全に関する基礎的な生活習慣の定着を図る指導を充実させる。 

〇児童と教職員がともに学校施設・設備の安全確保に努め、安全な学校づくりを推進する。 

 【月１回の安全点検の実施】 

（４）豊かなかかわりの醸成 

  〇ゲストティチャーの積極的な招聘を通し、様々な人と積極的に関わりをもたせる。 

〇キャリア教育を推進し、教育活動全体を通じて、将来、社会的・職業的に自立し、社会の中で 

自分の役割を果たしながら、自分らしい生き方を実現するための力を育成する。       

【「おやじの会」との連携】 

○外国などの多様な文化や浦安の歴史、文化に関する体験的な学習を計画的に実施する。 

〇福祉に関する理解を深め、福祉体験や地域交流を通した福祉教育を推進する。 

 

（５）生徒指導の充実 

 ○「生徒指導の実践上の視点」を生かした学年・学級経営の実践。 

〇きめ細かな児童観察や相談できる環境を確保し、児童理解に努める。 

【担任と児童の面談２回、担任と保護者の個人面談1回・教育相談３回の実施】  

〇人権意識の向上や規範意識の醸成を図り、いのちを大切にする心を育むことによりいじめ防止、

早期発見・早期解決に努める。           【年間４回の生活アンケートの実施】 

〇児童主体のいじめ防止についての啓発活動（いじめゼロ宣言の活用と振り返り）の実施。 

  〇児童一人一人の実情の把握に努め、長欠や不登校等、教職員と関係諸機関が連携した教育相 

   談の充実を図る。 

 

（６）特別支援教育の推進 

〇特別支援学級との交流活動および共同学習の推進を図る。 

〇特別支援教育コーディネーター（２名）を中心とする校内体制を充実させる。 

○生活支援・学習支援の両面から特別な支援を要する児童を把握し、学校全体で児童一人一人の

教育的ニーズに応じた合理的配慮に基づく支援を行う。 

○「個別の指導計画」や必要に応じ「個別の教育支援計画」を作成し、定期的・継続的に学校と

保護者・本人で確認し、その成果を共有する。 

 

（７）働き方改革の推進 

○勤務時間を意識し、児童と向き合う時間を確保するため業務の見直しを随時行う。また、連続

して月の勤務時間を８０時間超えて在校する教職員「０」を目指す。 


